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The short term and long-term dietary environment aﬀects the blood fatty acid composition.




血症 （Harris WS, 1997）、動脈硬化 （Vanschoonbeek 
 K et al., 2003）、 糖 尿 病 （Mori Y et al., 1997） 





脂肪酸組成の変化 （Escudero A et al., 1998）、赤血球
細胞膜の粘性の減少（Demaison L et al., 2002）や変













冠動脈疾患（Vanschoonbeek K et al., 2003）、糖尿
病等の疾患発症が増加していることも合わせて報























和化を受けて、EPA や DHA への変換が可能である。
しかし、この活性はそれほど強くなく、リノレン酸
































動物施設内の温度は 24 ± 2℃とし、湿度は 60-70%











生後 8 週令より American、Japanese をそれぞれ摂




















カラム：J&W 社製 DB-WAX、P/N122-7032（30 m
× 0.25 mm）










籠橋　有紀子 1　大谷　浩 2：短期および長期的な食餌環境が血中脂肪酸組成に与える影響について － 11 －














　 　血清中脂肪酸の n-6/n-3 比は、各々の食餌を摂
食開始後、徐々に変化した。特別食摂取前は、マ
ウス用通常飼料（n-6/n-3 ＝ 6.0）を摂取させた。
その時の血清中脂肪酸の n-6/n-3 比は、5.0 であっ
た。n-6/n-3 比が 14.5 の特別食に変更後 1週間で
は、n-6/n-3 比は 5.25 にまで上昇した。しかしな






まで American を摂取させたが、n-6/n-3 比 14.5
の値にまでは上昇しなかった。n-6/n-3 比が 3.0 の
Japanese を摂取させた群では、変更後 1 週間で
n-6/n-3 比は 5.0 から 4.2 にまで下降したが、変更
後 2週間で、血清中 n-6/n-3 比が 4.9 にまでいっ
たん上昇した。特別食に変更後４週間では、n-6/
n-3 比が 3.2 まで下降し、その値は Japanese に変
更後 25週間まで、ほぼ同様の値を示した。その後
さらに継続して 35 週令まで Japanese を摂取させ
たが、血清中 n-6/n-3 比は 3.2-3.4 の値に保たれた。










































　 　また、PLA、STA、OLA については、摂取後 1
週間は、両群ともに変化は少なかったが、摂取後
２週間後より、劇的に変化した。American 摂取群





　 　血球中脂肪酸の n-6/n-3 比は、各々の食餌を摂
食開始後、徐々に変化し、血清と同様４週間後
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n-6/n-3 ＝ 14.5 の群の血中脂肪酸比率は８前後に、
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